
期末評価について 

 

「実績の検証評価」については、５段階で評価を行う。 

評価指標 

５ 計画以上の取組みを実施し、目標を大きく超える成果があった。 

４ 計画どおりの取組みにより、目標以上の成果があった。 

３ 計画どおりの取組みにより、成果があった。 

２ 取組みを行ったものの、思うほどの成果は得られなかった。 

１ 取り組まなかった、または、取り組むことができなかった。 

 

・「左記の状況・理由等」にその理由を数値等の達成状況とともに記入 

・「新たに生じた課題や特に留意すべき状況の変化等」は該当する変化等があれ

ば記入 

評価者について 

第１段階：工程表の担当部署（上段）において自己評価を行う。 

第２段階：行った自己評価を「草津市情報化推進委員会幹事会」、「草津市情報化

推進委員会」および外部の委員会である「草津市情報化推進懇話会」

において、評価を行う。 
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